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16世紀メキシヨ屋外教会の類型と

その中におけるタイラバ ン三身廊式

教会の位置づけ

On the Architectural Characteristics of Open-

Air Chapels in Sixteenth-Century Mexico and

a Case of Cuilapsn, in the State of Oaxaca

加 藤   薫 *

Kaoru Kato

Summary

The sixteenth century is the fundamental period for the history and

formation of Colonial Age. It was the period in which native American tradi-

tion and newly arrived Spanish civilization confronted in a radical way.

When a handful of Spaniards conquered the Indian land, they imposed wes-

tern superstructure on the existing indigenous cultures. Religious mission'

aries developed a sense of responsibility toward the Indians. The friars wis-

ely featured the traditional western architectures in the new environment.

It was the most interesting period to study missionary methodology and re'

ligious arts. Among the sixteenth century Mexican religious architectures,

churches of open-air type are the most significant.

One of the difficulties of the conversion task was that the conversion

was massive. The atrio (or patio) , generally opened upon the main plaza of.
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the town,was a1lowed to accommodate large number of people.The atriO

was the place where the friars directed the catechisin,where lndians liste‐

ned to the“ doctrina",where chndren learn knowledge,and where proces‐

sions were held, Mass,and the adnlinistration of sacraments,were perfor‐

med under the architectural covering which supplemented the atrio and was

faced toward the lndians under the sky。 「Fhis covering over sanctuary―to一be

―functioned for the open― air inass varied in styles froFF1 0ne to another.

It is the purpose of this paper to present an account which includes the

description of rnajor characteristics of open一 air chapels and their types which

are categorized under a scheme,and a case study of the three一 aisled hall

type open church at Cunapan in the state of Oaxaca.The author visited this

site in h/1ay 1981 and exanlined the whole architectural complex.Earher de‐

scriptions such as Kubler/s, NIcAndrew′ s, Mullen's, and′
「
oussaint′ s,were

extremely useful t0 0rganize this survey.Since the reconstruction project has

been almost over,the appearence correspnds to the reports which were pre‐

sented in the last ten years or so.The argument of this paper,therefore,is

mainly devoted to the interpretation of this unique construction whether this

cOuld be categorized as a type of open church or should be understood

that once the church、 、「as intended to be an ordinary roofed church.After

analyzing the construction and inany written documents,I conclude as the

three一aisled church、 vas designed to be an open church for lndians.

I

本稿は 1981年 5月 ,筆者の属するメキシヨ国立美学研究所 (I.Io E.:Instituto

de lnvestigaciones Estё ticas)の協力と国立人類学歴史研究所 (I.N.A.H.;Ins‐

tituto Nacional de Antropologia e Historia)の 植民地時代遺跡部門の許可を得

て単独で行ったメキシヨ・オアハカ州クイラバン(Cuilapan)に於ける三身廊屋

外教会の調査を元にメキシコ滞在中にまとめたものである。

屋外教会は 16世紀メキシヨ宗教建造物の中でも一身廊教会と並び,極めて

独自の発展を示した建築様式の一つであるが,その中でもクイラバンの例は最
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もユニークな存在として知られていたし,それ故にメキシヨ建築史の中でも大

きな論議の対象となってきた。

屋外教会の名称はスペイン語の Capilla abierta(英語 :Open chapel)の 邦訳で

ある(1)。 メキシヨ美術史研究の中でこの用語を初めて採用 したのは Manuel

Toussaintで あり,彼は 3つの類型づけを行っていたが (2)そ もそも西欧の伝統

の中には Capillaを建築的な意味に使 うことはなかった (3)。 ぉそ らくメキシ

ヨの屋外教会を独立した建築様式として観察し,幾つかのタイプに分類 し記

述 したのは Robert Ricard(4)が 初めであ り,同 じ頃に建築史の中で屋外教会

を扱ったモノグラフを出 したのは Rafael Garcia Granadasで ある(5).共 に

1930年代のことであった。屋外教会 (ca,1la abierta)と Caメ1la de indiosは R.

G.Granadas以 後,現在までほとんど同義語に使われているが,厳密に言 うな

らば区別されなければならない(6).capilla de indiosは ィンディオに要請 され

た信仰 (キ リス ト教)の維持のために日常の社会活動,教育活動,肉 体活動修J

や踊 りや労働)の管理指導を行 うための物理的な建物のことであ り(7), このこ

とからインディオのために建てられた礼拝用建築は全て含まれるわけであ り,

建築物の使用目的と方法の定義であっても,建築様式の意味はなかった.前記

の R.G.グ ラナダるも後年の著作では Caメ1las abiertasの 名称を使 うようにな

っている(8)。 屋外教会がメキシヨ16世紀建築史の中で独立した一項 目として

扱われ,様式的な研究が飛躍的に進んだのは従って 1940年代に入ってか らで

ある。第 2次世界大戦後の交通機関の発達と道路の整備,写真技術の進歩など

は美術史研究をより容易なものにした。一方で無知からくる文化財破壊が進む

中, メキシヨ植民地時代遺跡の修復保存の文化政策も着実に成果を上げてきて

いる。今日の我々の世代に於ける屋外教会研究の最大の成果は JOhn McAnd‐

rewの著作に見ることが出来る(9).

本論はこういった先人達の成果を踏まえつつ,1960年代後半から一部 70年

代まで Io N.A.Hの 手によって修理再建のなされた クイラバンの建築複合の

うち, メキシコの中でも最も特異な性格を持つ三身廊ホール型教会堂の屋外教

会的な要素を再検討してみることにある。結論めいた事を先に述べれば 1981

年の筆者の調査でも R.J.Mullenの調査以上の目新しい事実は見当らなかっ

た (10)。 従って本論の主眼はこの特異な建造物の屋外教会としての性格の解釈
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にある。ある特定の建造物のモノグラフは全て最終的には建築家,或いは建設
にたずさわった人々のオマージュの再構成に帰するとすれば,筆者自身の美的

体験からこの 16世紀メキシヨ建築の中でも特異な性格を持つ:ク イラバンの屋

外教会に対し,今日的な視点からある解釈一もち論単なる視覚的な印象にとど

まらない一を試みることは正当であろうし,事実それだけの余地を残した研究

対象でもあるのだ。

II

屋外教会の一般的性格を語るためにはまずメキシヨ16世紀における都市計

画の中で教会建築の占める位置を確認することから始めなければならない.植

民地時代の都市は自然発生的な村落から発展したものではなく,極めて人工計

画的なものだった(11).町の中心にまず巨大な広場が設けられ,そ こを中心に

縦横に直線的に道路をは りめぐらし,広場を中心に格子状の家屋ブロックが構

成される(12).教会堂や修道院などは普通この広場の東側に道路をへだてて面

し,その境界を明らかにするため,広場側の道路に接して階段が数段設けられ

その上に門が建てられる.教会の敷地全体は石かア ドベ造 りの壁で囲まれる。

この敷地を atriOと 呼ぶがその形状,大きさは地形や人口の多少等によって様
々に異る.西欧においても教会堂のまわ りにア トリオを持つ例は初期キリス ト

教時代からローマ時代の建築,ま たスペインに於ける中世教会やイスラム建築

などに前例としてあるが, こういった西欧建築の文脈で存在してきたものとメ

キシヨのアトリオとの関係について,関連性を見るか,差異の大きさを見るか

によって見解は分かれる(13).

いずれにせよメキシヨの屋外教会はその存在の大前提としてこの広いア トリ

オがなければならない。メキシヨの場合,教会敷地の機能を正確に表現するに

はァトリオとい う語は不適当だったためか,16世紀には使われなかった。メキ

シヨの屋外教会ではこのアトリオが普通の意味の教会での身廊部として使われ

たわけだが,そ こでインデイオ達は通常のミサを受け,秘蹟を施してもらい,

教育をさずか り,技術工芸を習った。ここはまた宗教劇の舞台にもなり,地域

のコミュニティ・センターや市場の機能も持ち,祭 りの催し場でもあったし,

時には宿泊所にもなった (14)。 メキ シヨに於けるア トリオを使った屋外教会の
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発生は修道士達による初期布教活動のかかえる問題の解決のための革命的なア

イデアの一つとして生まれたと考える方が妥当に思える

`:1).そ

れは絶対的に

も相対的にも数の少い修道士達が圧倒的に多数のインディオ達に対していかに

カトリックの儀式を効率的にしかも出来るだけ多くの人に授けることが出来る

か, とい う問題であった。伝統的な西欧型の教会堂ではとても多人数を一時に

収容できないことは明らかであったし,当時の技術水準では数千人を一堂に集

める教会堂などを設計する建築の専門家も存在 しなかった(16).ァ トリオを身

廊部に見たてるという発想はこの現実の要請から生まれた。屋外教会はまた狭

い室内空間に人が集まることによって当然考えられる,ま だ多数のインディオ

が免疫を持たない流行病,天然痘やはしか,の感染を最小限に押えられる, と

い う意味もあったし(17),ま た古代の神殿のあった広場か ら古代土着宗教の偶

像や神殿, ピラミッドをとり除いて代 りに十字架を埋め込めばすぐにキリスト

教布教の用途に使えるという時間と費用の経済的効果もあった (18)。

カトリックの典礼の中心は ミサだが,西欧でのミサは伝統的に屋内で行われ

ることを前提としていた (19)。 キリスト教建築の歴史を見ても,建物では壁 と

天丼に区切られた空間というものの存在がエッセンシャルなものであり, この

内部空間を確保するために建物は存在する.建物の外部は内部の世界を象徴す

るためにある。これはメキシヨの古代宗教建造物がその機能を全て外面に備え

ているのとは決定的に違 う所である。西欧での屋外のミサは戦争や狩猟,旅行 ,

巡礼,亡命の途にある時といった一時的,緊急の時の臨時的措置である(20).

これに対してメキシヨの場合は半永久的に,屋外が教会として使われ,そこで

定期的にミサが行われることを前提にアトリエの設計が進められた.ア トリオ

には様々なものが配置される。まずア トリオの中心に石造の十字架が置かれ

る(21).こ れはシンボル的なものであるが,時には十字架の台座に小さな祠を

設け,礼拝できるようにした例もある(例 :Ji10tepec).ァ トリオには樹木が並

木のように植えられるが,普通アトリオの内側壁に沿って通路をへだてて平行
に設置された り,教会堂西正面部からアトリオの問を結ぶ線に沿って植えられ

る。これは暑い日陽しから身を守るためという意味の他にアトリオ内で行われ

るプロセッションの行進に方向を与える機能もある(22)。 並本の内側が墓所 と

して使われることもあるが(23),普通はオープン・スペースとして野外の催 し
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もののために開放されている。ア トリオの四隅には posaと 呼ばれる小礼拝所

が外壁隅に密着して,或いは人 1人通れる位の隙間をあけて,対照的な位置に

置かれる.開 田部はア トリオ内に向かって 1つか 2つ向けられている.内部は

サイコロ型の単室房空間となり,床には普通,携帯用祭壇を置くに必要な台座

が固定されている.材料にはアドベや石のブロックが使われる。屋根は三角錐

ピラミッド形をしているものが多いが丸天丼のものもある.従ってポーサは祭

壇を埃 りや雨等から保護するために設けられた野外の天蓋 (CibOriO)と 考えても

よいようだが(24),同時に視覚的にあまり面白くもない祭壇を権威づける意味

もあっただろう。建築構造的には極めて単純なものだった。インディオ村落で

は昔からのカルプリ制度が継承されることも多かったか ら(25),各 barrio(普通

4つ)毎に 1つのポーサを持つことになる.大 きな地域と人口をかかえる所で

は日曜祭日に各地から集まるインディオ達を部族毎,或いは言語別にグループ

分けして各ポーサ毎に修道士が付いて説教や問答,或いは行事, 日常生活の指

導などを行った。ア トリオには移動用,或いは半固定式の説教台 (pulpitO)が

設けられた例もあるが現在までその痕跡を残しているものはあまり沢山はない

(例 :Cuernavaca,Tochimilco)。 ァ トリオを囲む壁の内側には聖者を祭る壁亀

が壁の厚さを利用して掘 り込まれていることもある(例 :Zempoala)が ,壁か

ら離して小さな祠をしつられている場合もめずらしくない (例 :TZintzuntzan).

布教初期,多数のインディオを対象にした洗礼は全て野外で行われた (26)。 こ

れは洗礼者ヨハネによるキリス ト教最初の洗礼が野外で行われた故事にならっ

て正当化されたが,当然洗礼のための聖水盤も野外に置かれたことになる。し

かし現在まで昔の位置に残しているものはないのでその場所については確定で

きない。その他 espadaia(鐘 楼)も あった.

ア トリオの存在の第一義が屋外に集まるインディオに対する宗教儀業, とり

わけ ミサのためにつくられたことは先に述べた。当然 ミサには祭壇の存在が不

可欠であるが, この祭壇を保護するための適切な覆いが必要だったし,修道士

達もその職の遂行のためにア トリオの空間の中で区切られた場所を必要とした。

これが屋外教会の発生につながる。建築史や美術史の中で定義される屋外教会

とは“Sanctuary arranged for regular outdoor Masses"(27)の ことで,即ち定期的

な屋外ミサのために(身廊部に見たてたアトリオの空間に向けて)配置された聖
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所のことである.先に述べたアトリオの中の様々な 16世紀建造物の建設順序

を概念的に構成してみると,ま ず十字架が置かれ,次に極めて暫定的な先・屋

外教会とも呼ぶべき聖所が設けられる(28)。 次にポーサや説教台などが設けられ

るが,ポ ーサの建築様式の発生には先・屋外教会の簡単な祭壇の上の覆いとい

う建て方が関係している。ポーサは順次石造の恒久的なものとして建てられて

ゆくが,その時までに屋外教会とポーサの機能は分化している(29)。 さてこうい

った改宗の手続きに最小限必要な場所と施設が整った所で初めて修道士達は自

分達の居住場所となる修道院とその付属教会堂の建設に入る.修道士達の寝泊

りする所,事務所,教育のための場所,そ して自分達の聖務を果たすための場

所といったものは何も修道院や屋根付教会堂でなければ出来ないといった類い

のものでなかったから後回しにされたわけだ。そして修道院及び教会堂が形を

整えると最初の暫定的屋外教会はより恒久性のある石造 りのしっか りしたもの

に建て変えられる(39).少 くとも布教開始から半世紀間は屋外教会だけが定期的

にインディオ達がキリスト教典礼に参加できる場所であった。インディオ達は

他の何処かの屋根のついた教会に属しながら一時的に屋外教会で礼拝するので

はなく,彼らは始めから屋外教会そのものに所属していたのである。スペイン

人入植者達は西欧型伝統の屋根のある教会堂を欲したが彼等の欲求を満たした

のは在俗の教区教会である。屋根のついた修道院付属教会も基本的にはインデ

ィオ達のためであ り,自人は他に行 く所がない時だけ修道院付属教会に礼拝に

出かける。 1つのア トリオに屋外教会と修道院付属教会堂の両方が完成した所

では使い分けが行われる。即ち日曜祭日の多数のインディオが同時に訪れる時

には屋外教会を使い,平日や天候の悪い時は屋内でミサを行 うというパターン

が普通である(31)。 従って屋根のある修道院付属教会が完成した とたん屋外教

会が廃止されたとい う事ではない。インディオとスペイン人の混血化が進み,

メスティーソ層が増大して白人用教会とインディオ用教会の区別があまり意味

をもたなくなった 17世紀末期でも1部のインディオのために屋外教会は使わ

れた (32)。 これは主に言語の問題があったためである。最後に方位の問題につい

て若千述べておこう。メキシヨの教会堂一般はそれが平地に建設されるのであ

れば一定の規範を踏襲している(33)。 即ち町の中心広場の東側にアトリオが設

けられた後,そのうちの南東部分が修道院建築のためにあてられる。教会堂は
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修道院の北側に壁を接してつくられる。教会堂は聖所,祭壇のある側を東側に,

身廊部を西側に向ける.オ ープン・スペースとしてのアトリオは従って北側半

分を東西に結ぶたて長の面と西半分を南北に結ぶ面でつくられるL字型の空間

となる.屋外教会は多くの場合東西に細長く伸びる教会堂北側の空間にやは り

東側に祭壇を置く向きで建設される。これはL字型のアトリオの縦の線にあた

る空間を有効に使 うためであろう。この場合,教会堂の北門は屋外教会への聖

器の運搬や聖職者の出入 りのために使われる(34)。
_般的な分布状況を分析す

ると屋外教会の聖所の建築場所は教会堂西正面フアチャダに平行に引いた南北

の線上のあらゆる位置に存在する。従ってアトリオの西側は屋外教会の身廊部

分ということになる。アトリオの地平面に対し屋外教会の高さのレベルは,ア

トリオと同じ高さのものから,オルガンや聖歌隊席の置かれ る教会堂のコロ

(coro)の高さまでの範囲で様々にある。屋外教会建築の場合,同 じく16世紀

の典型的建造物であった一身廊教会のようにはこれが原型であると言えるよう

なモデルはない。

Ⅲ

さて本論で問題とする屋外教会の構成部分を大

"Jす

ると普通の教会の身廊部

にあたるアトリオの部分と祭壇の置かれる聖所の部分に分けられ,普通屋外教

会といった場合, この聖所の建築部分を指すことは述べたが,美術的にも考察

の対象となるものはもち論この聖所の仕様である。様々な分類の仕方があるが

以下のように整理してみよう(35).

A。 単室房タイプ

1.(1)西 側に面して修道院建築複合の中に収められているもの。

a.修道院上階の高さのレベルにあるもの。

b.修道院下階の床と同じレベルにあるもの。

C.修道院の下階と上階の中間の高さにあるもの.

1.(2)北側に面して修道院建築複合の中に収められているもの.位置は高い

のが普通 .

a.厚 い控え壁の間にはさまれているもの。

b.北門の上に置かれているもの。
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2.修道院教会西面ファチャダから突出した形で設置されているもの.

a.ア トリオから上に持ち上げられた位置にあるもの。

b.ア トリオと同じレベルにあるもの.

3。 鐘楼の下に収められているもの。

4.修道院付属教会堂建築複合から離れた位置に西側に面してつくられたも

の 。

a.階段などでアトリオのレベルから持ち上げられているもの。

b.ア トリオと同じレベルにあるもの.

5.修道院入日の上部に乗っかるような位置に収められたもの。

6.教会西正面ファチャダの教会堂入口上部,即ち聖歌隊席台部に設けられ

たと考えられるもの。

7.単室房タイプの変種として二つの祭壇が別々の覆いの下で二つ以上並ん

でいるもの.

B。 ポルティコ・タイプ

1.ア トリオの高さとほぼ同じレベルにあるもの。

2.修道院入日の上部に乗っかるような位置に収められたもの。

C.ポ ルテリーア・タイプ

D.イ スラムのモスクのように多数の支柱と多くのアーチ形開口部によって空

間が確保されているタイプ.

E。 二段に分かれたアトリオの中間の位置に上部アトリオの半地下のように埋

め込まれ,中央主室と少し後ろに引いた 2つの側室を左右に備えたタイプ・

屋外教会は以上のように大まかに分類されるが(39),各項 ログループはさら

に天丼の形態,開 口部のアーチの様式,建築材料,装飾意匠等によって細かく

分類される。

さて,本論で分析 したいクイラバンの屋外教会を以上の分類にあてはめるな

らば聖所の形態と方位から,北側に面している単室房でア トリオと同じレベル

にあるもの, という所になるがそれだけでは不十分である。何故ならクイラパ

ンの場合,普通開放空間として残されるアトリオ部分を三身廊型教会形式で開

じているからで,屋外教会を身廊部のユニークさから考察しなければいけない

例はメキシヨではあと三つある位のものである(37).
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IV

クイラバンはメキシヨ市の南東の方向に約 560 km程 離れたオアハカ州首都

オアハカから直線で約 8km南西の,モ ンテ・アルバンの山麗からややはずれ
た位置にある.オアハカ地域に定着していた古代土着部族で有名なのは ミステ

カとサポテカだが,その言語体系からオアハカ州を大別すると北半分が ミステ
カ語系統の言語を話す諸部族,南側がサポテカ系統の言語を話す諸部族の住む
地域に分かれていた.10世紀頃から北部高地に住んでぃた ミステカ人達はサ

ポテカの領土に侵入していった。クイラバンは侵入の最先端を占める地点であ

った。 ミステカがこの地に定着したのは 13世紀になってのことであ り, ミス

テカ王の娘とヤンウイ トラン(Yanhuitlin)の 領主の結婚によってその権利と地

位は不動のものになる(38)。 以後ヤンウイ トランの領主はクイラバ ンに住む よ

うになるが,1500年頃には既にミステカ語がクイラバンの 日常語 となってい

る(39).征服後,土地の権利はコルテスー家に与えられていたが,村 の行政は
ドミニコ会の布教地として彼らがとりしきっていた。クイラバンは ドミニコ会

士によって 1534年以後 1550年以前の或る時期 に,モ ンテ・アルバ ンの山裾
から,主に水の確保の理由で,小さな丘が続き川が流れる現在の地に移動 し
た (40)。 19世紀に ドミニコ会がこの修道院を廃棄した後は,学校,流 民収容所,
監獄などに使われてきたが 1960年代に入ってからIo N.A.H。 の手で管理され

るようになる.現在 (1981年)の様子は州道沿いに 1軒清涼飲料を売る店がある

他学校が隣接してあるが,昔の面影はない。クイラバンの人口はここの屋外教
会が建てられた時期約 2万人位ではなかったか (41).

V

さてクイラバンの建築複合の概観を述べていこう。まずア トリオだがその形

は南北に細長い長方形で約 240 m x 120 mの 敷地を持つ。しかし土台の様子か

ら 16世紀当時は北側にもっと広がっていたと考えられる。少 くとも現在墓地

としても使われている北西隅にはポーサがあったとも考えられるが確実と言え

る痕跡は残っていない (42)。 屋外教会は,ア トリオ南側部分で東西に横たわる

教会堂北壁から門のあるア トリオ北側に向かって伸びている。その屋外教会北

ファチャダの前方にやや唐突な感じで小さな階段石組みの上に十字架 (の残存
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物)が置かれている。ファチャダは左右両端にある
ロマネスク風 の塔 にはさま

れて3連あ身廊部へと導くアーチ形開口部を持つ入口があり,中央入口は一段

と高い。左右の低い開田部の上には牛眼窓があり,中央開口部上方には三角破

風が乗っている。これら入口には本の扉をつけていた跡があるが現在はない。

ファチャダ表面の装飾の全体的意匠はルネサンス・プラテレス
コ風で, この様

式が見られるのはクイラバンの建築複合の中でもここだけである.壁柱が垂直

方向のアクセントになり,他の平面にはドミニコ会の紋章とシンボルの大があ

しらわれている.フ ァチャダを支える東側外壁には 8連,西壁には 9連の何の

飾 りもないアーチが開いている。東側にアーチが 1つ足りないのは中央部内側

の壁に説教台を組み込んでいるせいである。この東西外壁のアーケード開口部

の意匠とファチャダの開田部の意匠にはスペースのとり方に何の関連性もない。

東西外壁の上部にはまた各 2つづつ長方形の窓があけられていて,その位置は

屋根の水平線の下にある。東壁の最上部には排水日の跡があるがこれは
つまり

屋根が置かれたことを意味する。東西のアーケードのうち聖所に 1番近い所の

開口部は一段と上部から大きく開いている。これらにはファチャダの開口部の

ように扉をつけられた形跡はない。身廊部内側に入ると,中央身廊と左右に一

本づつある倶l廊 とが擬似 トスカナ風台座と柱頭を持った
ロマネスク趣味の支柱

で支えられたアーチのフ1によって分けられているのがわかる(西側ア
ーケード

は未修復のままである)。 このアーチの高さは東西の外壁のアーチより1.5m

程高い。中央身廊の幅は各側廊の幅の 2倍あり,床の高さは中央身廊も側廊も

同じレベルである。この内部アーチの列は北側ファチャダの内面までは届いて

おらず,ただの平らな壁が残された隙間を埋めている.おそらくこの上に聖歌隊

席が設けられたものと思われる。この身廊内部の 13連アーチの全長は約 70m

で中央身廊の幅は 8mあ る。東側外壁の南北の中間位置に石造 りの,天蓋を備

えた説教台が床から1.3mの位置に固定されている。天蓋と足を乗せる台座

の形は正面から見ると,ち ょうど球を水平に輪切りにして上下に切り離したよ

うに見える。この説教台に登るためには南側から厚い壁を利用して刻まれた螺

巻階段で壁の中を通ることになる。アトリオのレベルから数段上に持ち上げら

れた聖所は現在教会堂内陣から出入り出来るだけでアトリオ側は塗込められて

しまっているが凱旋アーチで開口部が覆われていたことはわかる.聖所は4角
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の箱のような部屋で天丼は角度の浅いゴチック式十字交差弯饉が支えている。

南北の深さは 6.5mぁ る。祭壇の跡はない。聖所に並んで東倶Iに同じ仕様の部
屋が接していてここは聖器安置所に使われた。壁にはフレスコ画がある。聖所

に並んで西側にも同じような造 りの部屋が接しているが現在は封鎖されている。

ファチャダ内側から聖所の 1番北奥までの距離は敷居の幅を加えて約 77mと
い うことにな り,ま た東西両壁間の幅は 18mで ぁる。西側外壁の聖所寄 り
の内側にミステカ語の日付が彫られた石板が地上約 2.5m位 の所にはめ込まれ
ている。それには 1555年 という文字が刻まれているが(43),建設開始の礎石と

考えるにしては位置が高すぎ,従って建物の完成, または少くとも壁がこの高
さまで築かれた時の記念にはめ込んだと解釈される。教会堂北壁と聖所及び東

西の続き部屋の南壁は接しているわけだが聖所が埋め込まれているわけではな

い。ちょうど教会堂の外狽l控え壁にはさまれて,その控え壁の機能を補強して
いるかのようである.従って先の屋外教会の分類では1.(2).a.の 一変種という
ことになる.さ て次に屋外教会の南側に東西に横たわる教会堂に移るが, これ
は内陣以外ついに未完成のままに終っている.一身廊形式で壁は厚く約 3mぁ
る。西門と北門は共に純ルネサンス(puriSta)様 式で出来ている。ことに西門

ファチャダは三角破風の上につけられた左右の窓とのバランスもよく調和して

いる。内部の天丼部分はゴチック式十字交差弯窪を意図していた ことがゎか

る.教会堂の南壁は修道院廻廊部の北壁も兼ねている。教会堂から修道院への
出入 りには壁にあけられた 1階部の トンネルのような通路を使 う。修道院は 2

階建てであ り,食料倉庫,台所の大きさ,僧房の数 (16室 ),便所穴 (8個 )等か
ら収容人数の設計規模が推察できる。修道院 1階部と教会堂の壁は一体化構造
で壁の厚さも全て統一されていることから,同時期一緒に建設されていったこ
とがわかる。修道院 2階部の中庭に面した開口部は 1階部分が将棋の駒型の控
え壁で支えられているのに対し, より洗練された軽い感じのアーチと半円柱で

支えられている。10年位は後の時代の建設だと思われる。修道院廻廊部西側

からアトリオ南端に向かって長方形の翼部のようにノビシアードが突き出てい

る(44).こ こは屋外教会や修道院,教会堂よりも後の時代に増築されたもので
ある.修道院西側出入田部分から教会堂西門ファチャダと直角にアトリオ西壁
に向かって全部で 9連のァーチでァトリオ北側に開かれたポルテリーアが東西
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方向に走っている。壁側にはノビシアードに出入 りするための間があけてある_

この形式は先の分類で述べたポルテリーア・タイプの屋外教会と見ることが出

来る。北側には十分なアトリオ・スペースがあ り屋外教会の機能は十分に果た

せるからだ。

さてこういった現在の状況を過去の資料と照らしあわせ, どの位の変更があ

るのか少し検討してみよう。聖器安置所の壁に 1枚の自黒フレスコ画があるが,

そこの十字架のキリストの腰の右横と,殉教の象徴である斧の刃で害1られた聖

サンティアゴの頭の間に見える背景の中に屋外教会の様子が描かれている。 4

本の塔が建っているがこれは屋外教会のファチャダ横の 2本,西側外壁の外部

に下部だけ残っている円筒形の石座,そ して教会堂の東側にア トリオ東壁と接

して現在も鐘楼として使われている4つの建築部分と対応する。フレスコ画で

は三つの開口部が正面を向いているがこれも屋外教会の北ファチャダと対応す

る。その他フレスコ画では全体がタイル瓦屋根で葺かれているが,こ れはない_

文献としてはほとんどのメキシヨ美術史研究者は Francisco de Burgoaの 1670

年の記述を引用しているが,その中でクイラバン屋外教会に関するものを拾っ・

てみると,

1.聖歌隊席は身廊部の中央に “大聖堂"の ように配置されていた。

2.身廊部東西外壁の連続アーチは全て塗 り込められていた。

3.木造梁構造の平屋根が覆っていた。

4.聖所の天丼の支えとして 5本の十字交差弯饉が中央から出ている。

ということになっている(45).

以上をまとめてみるとクイラバンの主要建造物としては,1)三身廊ホール型邑

外教会.2)2階建修道院。3)教会堂.4)ポ ルテリーア・タイプ屋外教会,の 4

つがあることになる。

VI

さて次の作業としては以上の4つの主要建造物の制作年代の確認である.ク

イフパンの場合建造年月日を決定的に断定できるような資料はなく,全て傍証"
或いは後世の歴史家の記述による推定でしかない(46).
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クイラバンの ドミユコ会による正式な承認 (aceptaci6n)は 1550年である(47).

この承認の意味は ドミニコ会組織が, この建築拠点と布教地域についての土地

から資金,地域内の行政,法的権利義務の関係など全てについて精神的物質的

に責任を持つということである。その承認の前提としては,既に修道士達の居

住区と少くとも屋外教会,それにカシーケに統治された組織的信者がある程度

集まっていることと,教団活動を助ける労働力が最低限確保されていることな

どが条件となっている。

クイラパンの 1550年 の承認以前には従っても う既に建築複合の全体計画は

出来上ってお り,少 くとも屋外教会は使用されていたと言えるし,当然修道士

達の寝泊 りする修道院一階部はかなり出来上ってなければおかしいことになる。

修道院
二
階部の壁部分は教会堂のそれと一体化しているから, こちらも同時に

建設が進んでいたことになる。ボルテリーア屋外教会のアーチの支持柱の円胴

部や台座は三身廊ホール型屋外教会の中央身廊部アーチと類似した意匠を持つ

ことから同じ職人の手によるものと考えられる.三身廊屋外教会聖所の天丼と

修道院廻廊部 1階の天丼は等しくゴチック式十字交差弯饉で支えられているの

でこれも同じ時期,同 じ職人によるものと考えるのが妥当だ。修道院三階部分

は増大した修道士の数に対応するため増築されたわけだがクイラバン自体に任

命された修道士の数は 1560年代までは 1桁台と少かったので,他のドミニコ

会修道院との交流を想定しなければならない(48).ォァハカ大聖堂 (現在のもの

ではない)の完成するのは 1555年 のことであるが(49),こ れによってそれ まで

大聖堂建設に従事 していた修道士達がクイラバンに回されたことが考えられる。

1569年 にはやはりまたオアハカのサン・パプロから修練生が研修に移動してい

ることから(50),1555年以降 1569年までには実用に供されたと考えられ る。

ノビシアードは遅 くとも 1578年のクイラバンで行われた ドミニコ会中間集会

のために修練生達は何処かに移動する場所がなければならなかったわけだから,

既にこの以前には建設が始められていたことになるが,そ |れ:は 少 くとも1569

年以後のことである。1604年 クイラバンはオアハカ地区の上席に昇格 して:い

るが。この時には主にミステカ語を学ぶ学問所として機能していたので完成は

その前であろう。教会堂西門の石積み構造を観察すると3層に分かれている。

これはそれぞれ建設時期が違 うことを示している。入口部分の枠は一体化した
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作 りであることから,おそらく西ファチャダの左右を支える控え壁が入口部分

を保持するに十分な高さまで建てられた時一気にはめ込まれた。北門も同様で

ある.

これらの断片的な分析からクイラパソ建築複合の建築順序をまとめてみると,

1.ク イラバンがこの地に移動してから 1550年 までは暫定的屋外教会が実用

に使われていた.その場所は現在の三身廊屋外教会の聖所のある部分と考えて

いいが, この聖所の恒久的建築物への再建の際には,その時までに完成したポ

ルテリーア屋外教会が使われた。

2.1550年までに修道院の一階基礎部分とそれに対応した同じ高 さまでの教

会堂の基礎部分,それに三身廊屋外教会身廊部の基礎部完了・

3.1555年 までに三身廊屋外教会身廊部完成.修道院一階部分の完成と同じ高

さまでの教会堂部分出来ている,

4。 1559年 までにポルテリーア・タイプ屋外教会完成.三身廊屋外教会聖所の

改修工事が始まっている。

5。 1569年 までに修道院 2階部,同 じ高さまでの教会堂身廊部完成。三身廊屋

外教会聖所ゴチック式十字交差弯隆の完成.教会堂西Fl及び北門のファチャダ

ヘのはめ込みと表面装飾完了。

6。 1578年 までに現在残っている高さまで教会堂完成 (修道院 2階部よ り約 8

m高い)。三身廊屋外教会の天丼部分の本造平屋根架設作業完了。これは仲々完

成しない教会堂の代 りにしようと計画された.教会堂身廊部の屋根はついに完

成しなかった。

7.1604年 までにノビシアード完成。という順になる。

VⅡ

極めてアカデミックな議論をすれば, クイラバンの三身廊屋外教会は MC‐

Andrewゃ TousSSaintの 言 うようなバシリカ様式ではない し,ま た Kublerの

規定する擬似三身廊教会 (CryptOC01lateral)に もあてはまらない。正確に言 うな

らヤば“三身廊ホール教会型"屋外教会とい うべ きだろ う(51).こ の三身廊ホー

ル教会型屋外教会 (以後単に「屋外教会」と約す)は建築様式としては極めて

謎めいた要素を含んでいる。それらを列記すると,
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1.様式的不統一 :聖所はゴチック式,北ファチャダはルネサンス・プラテレ

スコ様式,中央身廊部アーチはロマネスク風。そして身廊部外壁と塔は中世城

塞風である.こ れらは全て制作年代の違いと,建築監督修道士の短期交代によ

る指導の一貫性の無さということで説明がつく。身廊外壁は地震対策もあ り,

初期は技術的にも高度なことは出来ない水準にあったことから構造的には単純

なぶ厚い壁に作られた。工期も早くて済む。中央身廊部のア‐チ柱頭,台座な

どには古典様式にのっとった擬似 トスカナ柱であるがロマネスク風に重い感じ

がするのは地震対策のためであろう。ポルテリーア屋外教会のアーチはやは り

プロポーションは悪いが少し後の時代のせいか軽やかな感じになっている。中

央身廊部アーチは外壁が作られた後ファチャダの出来る前に始められたと考え

られる。ファチャダはより古典的だが純ルネサンス様式ではなくスペインのプ

ラテレスコ装飾の影響を受けている。教会堂西門及び北門がより純ルネサンス

様式に近いことからこのファチャダは「屋外教会」の身廊が完成した 1555年以

後それほど時間のたヽない時期,そ して教会堂西門,北門の設計が始まる以前の

ものだろう。ゴチック式十字交差弯饉天丼は様式としては古いが,技術的には

難しかったので木造平屋根やかまぼこ型丸天丼の後にやっと習得される。その

ため「屋外教会」聖所自体の完成は後の時代になった.聖所天丼の工事が うま

くいった後,教会堂内陣のより大規模な工事が進められた。ファチャダ左右に

ある 2連の塔は全 く中世的であるが,西欧各地のロマネスクやスペインの四塔

建築と対応させるよりはメキシヨ16世紀独自の軍事防衛的性格 (実際には何も

機能を発揮しなかった)を持たせるために独自に発展したものと見るべ きだろ

う。これはまた一般の二連鐘楼形式とも違 う。建設時期は身廊部の出来た後 ,

ファチャダの出来る前の期間である。

2.外壁アーチ型開口部 :建設が最も簡単なために採用された壁の様式は工期

を早めるためにとられた措置なのに何故わざわざ手間をかけて東西で計 17も

の開口部を設けたか.装飾部分は全然ないことから機能的に何か特別な理由が

あったと考えられる。一つには人間の出入 りのためという事が挙げられるが,

屋外教会として多数の人間が出入 りするのであれば当然考えられる。但しアー

チが南側の聖所の方に寄っていることを考えると,会衆は北ファチャダ側から

入 り,そちらに集まる人数が多いことから少し不自然である。オアハカ州の ド
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ミニコ会修道院には同じ時期建設されたやは り身廊部外壁に開田部を持つ例が

あ り(52),そ れ らは風の通 りをよくして暑さを防ぐ意図があった。クイラバン

もその例であろう。Kublerは これら開口部は横置礼拝堂を設置するつ も りだ

ったとしている。彼は身廊部の縦横の長さの比率を見て南北に長すぎるし,屋

根の設計されてなかったのは五身廊式教会の構想があったのではないかという

仮説のもとに解釈しているわけだが(53),16世 紀当時は三身廊式教会でもめず

らしく,ま たそれらはスペイン人用教会であることが多かったし,様式的には

純ルネサンス様式と結びつけられた事から見てあまりにも唐突である.

3。 窓 :身廊部外側アーケードの上には東西計 4つの窓があいているが,その

位置はもし, この「屋外教会」が屋根を置くことを考えていたのならば,無意

味である。何故ならもし屋根が置かれた状態での屋内の換気と採光を考えたの

なら, もっと高い位置になければ機能しないからである。しかし1方,屋外教

会を前提としての窓ならば,空気の出入 りには窓の下のアーチ型開口部で十分

間に合 うはずで,今の所理由はわからない.

4.説教台 :説教台は,普通参加会衆を 1点から見渡せる内陣の位置に置かれ

るのが慣しであるがクイラバンでは身廊東壁中央部にとりつけられている。壁

と一体化していることから建設当初から設計されていたはずである。機能的に

は長短あ り,長所としては身廊部最後尾 (フ ァチャダ側)の人まで声が通 り, 日

居の動きもよく見える。短所としては今まで聖所の方を向いていた人が後ろや

斜めを向かなければならないし,説教者も一度に全員を見ることが出来ない。

この説教台は「屋外教会」西側外部のアトリオにいる聴衆の存在も考慮しての

設計だとも考えられるが,そ うすると中央身廊の 2本の南北に平行に走るアー

ケードや西側外壁が邪魔にな り,音響効果 も視覚効果 も期待で きない。Mc

Andrewは ドィッ・ルター派教会の例やポル トガルの例も掲げているが, クイ

ラバンとの歴史的関連性については証明できていない (54)。 今の所,起源的に

も機能的にも十分説明のつかないものである。

5.扉 :西ファチャダの三連アーチにはかつて扉がつけられていたことを証明

する穴があいている。しかし東西外壁の開口部にはそ ういった扉をつけた痕跡

はない.屋外教会であれば扉をつける必要は全 くないし,聖所を守るためであ

れば何故よりによって 1番遠い開目部に扉をつけるのか。聖祭壇,聖器類は鍵
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のかかる聖器安置所に保管されるのが常だからこの意味でも必然性はない。屋

根付の閉じられた空間を意識したのなら東西外壁の各開田部には当然扉がつけ

られたはずである1今の所,教会堂内陣が完成し,イ ンディオの数も減少して

いった頃,何らかの理由で東西外壁開口部が塗 り込められた。その後,一般の

教会堂を意識して扉がつけられたと考えられる。その頃にはもう木造屋根はあ

ったはずで,ま たこの天丼は極端に低いから,換気口がなければ暑くて会衆は

いたヽまれなかったはずである。従って開口部が塗 り込められたのは 19世紀

に修道院が廃棄されてから, と考えるのが自然だが,Burgoaの 記述 した時代

にはもう塗 り込められていたとするから(55),そ ぅなると今度は,理論的)に は

実用のためを考えると天丼はなかったことになる。扉がいつ何のために取 り付

けられたか今の所わからない。

6.聖歌隊席 :こ れについては,今の所それが何処にあったにしろ, どれも確
実な根拠を明示することが出来ない。筆者はファチャダ裏側とい う一番伝統的

な場所を考えているが,弱点は十分な人員を乗せられる台のスペースが構造的

にとれないことである。

7.大 きさ :「屋外教会」の長さはファチャダ裏側から聖所の奥まで約 77m,

東西外壁間の幅は 18mでぁる。この長さと幅の比率は約 4:1で 16世紀メキ
シヨー身廊建築の採用していた規範とは 一ゞ致する。しかしこの比率は屋根付

教会堂を想定した場合のことで屋外教会の空間としては異常に細長 く感じるし,

三身廊式教会として他の例と比較 しても長い(50。 ここからKublerの ような左

右にもう1つづつ側廊を持つ五身廊式教会の仮説や,初めは高い屋根でさらに

上を覆 う計画もあったとい う説も生まれるが裏付けとなる資料はない。この空

間に収容できる人員は最大 2千名位であろう。 クイラバンの人口は建設当時約

2万人であるから, 日曜祭日にその半分が出席したとしても 1日 5回のミサを

行わなければならず, これは改宗時のメキシヨの習慣からしても多い。ア トリ

オ空間全部を使えば何の問題もなかったわけだから,屋外教会の身廊部をわざ

わざつくった理由は謎である。もし最初から閉じられた三身廊式教会を造る意

図なら教会堂と重複させる理由はないし,ポ ルテリーア屋外教会の建設が遅い

時期に始められることはなかった。

8.2つ の屋外教会 :ク イラパンではほとんど同時期に相次いで 2つの屋外教



ラテンアメリカ研究年報1982           19

会が建てられたが, これはメキシヨでも唯一の例であろう(ポ ニサは厳密には

屋外教会でない)。歴史的には「屋外教会」の聖所の改築の際に代用したものが

たまたま後にも残ることになったという図式だが,実際には両方が同時に使わ

れたと思 う。おそらく収容人数の限られた「屋外教会」を補 う意味でミサに交

互,或いは同時にでも, 2つ の屋外教会を使って行われた。ポルテリーアは屋

外教会の機能を持たない唯の修道院への入口だと考えるのは少し無理のようだ。

もしそ うだとすればア トリオ東壁まで長く延ばす理由はないし,ま たさして重

要でもないノビシアードのためにこれだけ豪華なアーケードを用意する必要が

あったか疑間である。

9。 建築家 :TOussaintも MCAndrewも 共に クイラパ ソ「屋外教会」の設計

建築監督としてポル トガル人 Antonio Barbosaの 名をあげているが,これは建

築年代を 1559年以後としたために出てくる結論である(57).「屋外教会」の主要

部は 1555年 までに完成しているが,バ ルボサはこの時カンペチエにいたはず

でクイラバンに来たのは建築の知識のある司祭 BernardO de Alburquerqueと

一緒で 1559年のことである.従って一番可能性の強いのは クイラバンを現在
地に移す計画を実行 しだ司祭 DomingO de Aguiiaguaで あろ う。彼はまた

1552年～1553年 ,1555年～1556年 ,1558年 と計 5年間クイラバンの修道院

長を努めた。

VⅡI

さて結論であるが, クイラバンの三身廊式ホール型教会は1)それがインディ

オのために建てられ,2)聖所がアトリオに向いたあくまで野外を意識して設計

され,屋外でミサを行った, とい う事から屋外教会であることに間違いはない

が (58),1)方 位が南北を向いている,2)身廊が壁で囲まれ,3)しかも中央身廊

と側廊にアーケードで分けられ,4)説教台が身廊中央に固定されている,点で

他に例がなく, しかも1)東西両身廊外壁に計 17も のアーチ型開口部があ り,

2)に もかかわらずファチャダには扉をつけられた跡があ り,0聖歌隊席が特定
できなく,4)無用の窓が 4つ もあ り,4)しかも後世には本造平屋根を葺いて使

用 し,5)ァ トリオにはもう1つ別の屋外教会があ り,それと併用して使われた,

とい う諸点で世界でも非常にユニークな建造物である, と言える。
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注

(1)Capillaの 意味からして礼拝堂と訳するのが適切かと思われるかも知れないが,本論
で検討するメキシヨでも唯一のクイラバンの例があるため「教会」の名称をあえて使

うことにした。また「屋外」とは野外一般の意味を含むこともあるが,16世紀メキシ

ヨ宗教建造物はその敷地がまず壁で取 り囲まれていること,ま たその中で何らかの人

工建造物によって礼拝用の空間が規定されていることから,一般の無限定な「野外」
に対し「屋外」の名称を採用した。abiertaの 意味は “屋根のない",と いうことに由

来する。この用語の適用にあたって二つの例外が現存する.一つはプエブラ州チョル

ーラ市の Capilla Realであ り, もう一つが本論で検討するクイラバンの例である。

(2)Manuel TOussaint,JgJθ s′αs″θユ働χ′εο,6vols.Mё xico,1927,vol.VI.p.p.15-16。

(3)The CathOlic Encyclopedia,New York,1909,``chapel"項 574-579.

14)Robert Ricard,Cθηクπ́′ιsク′″′ιπ′″θ″
“
几々 ″グタπ夕,Paris,1933.

(5)Rafael Garcia Granadas,Cα 夕″ι′αSグι′π″′οs θπ r√π′υα Espα ttα (1530-1605), Archivo

Espai01 de Arte y Arqueologia,Madrid,No.31,1935.

(6)Antonio de Remesal,〃 is″θ/′α″π″αJごθ′αsルご′αs Oεθ″θ″αJιs yクα″′′εZ′α″′θ Jα

Gθιθ″παεJ`η σι Cん″αpα y Gπαιιηzα′α,(]uatemala, 1932.2 vols. 246.

(7)G.Kubler,Mexican Architecture of the Sixteenth Century,1948p.327.

(8)R.G.Granadas, Cαク′″αs 4ら′θ″αs, Colecci61 Anahuac de Arte Mexicano, vol.21,,

Ⅳlё xico, 1948,1-16。

(9)」 Ohn McAndrew, Tλ θ O夕θπ―/じ″ελπ″ελοs cF S力″θθπ
`λ

―εθκ′πη几イg″ Jεο,Cambridge,

1965,

llol Robert Jo Mullen, Dθ πづ″εαη 4γεttιιε′α″ιグπS′″θθηι乃一Cttηιπ/y Oα″αεα, Arizona,

1975. p. p. 95-124.

llD G.F.Margadant,p″ ι
`λ
θ′″Jαηοノπγιαttzαεあκ,M6xico,1980, シンポジウム “La

Ciudad,Concepto y Obra"の ための未出版報告書・

02 都市の格子プランは西欧はもち論,ア メリカ古代でも中国でも見ることが出来る。

従って単純に 16世紀メキシヨ都市計画とルネサンス文化の関係を結びつけることに

現実性はない.それよりも設計の容易さ,衛生管理の簡便さ,通行の便利さ, といっ

た事から世界各地で自然に到達したと考える方が良いようである。詳細な議論は,

G.Kubler,』に 4.,二 p.p.90-94.ル ネサンスの思想との関連を強調しているのは M.

Toussaint,ス.Co M,1948

11e 西欧との関連についての考察は,Erwin Walter Palm,二 αs θα夕JJ′αS αうJ`γ′αs απθ/′―

εακαS y s“sα″ιθ″ι″θs′ηι′θε
`′

′θ″′′ε″グs″απθ,1953が詳 しい。差異について強調

し,西欧とは直接関係ないとする立場は J・ MCAndrewで綿密な比較を行っている。

(J.McAndrew,op.cit.,p.p.231-234.)ス ペィンのイスラム建築との比較は Francisco,

de la Mazaの TOrres BalMs,MパαJι´ノ働″,α へのコメントで分析されている。 (Ana‐´

les del I.I.E.,XVII,1949.88_89)古代土着世界との関連の強さについては Gloria
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GraialeS Ramos,Iz/Jπ θ″
`′

α″πご′gθ
"α
 ιπ′αS α″ιsノ″s″εαSル′π″′εο εο′θz′α′,1953.

p.81.Kublerも 土着文化との関連の深さを見ている。Kubler,■ 44.,II,p.325.

O TOribiO 1/1otolinia,■ 姥πθ″JαJθs,Lib.I,cap.34.

(O Pab10 C・ de Gante,二 αα/クπ′′θθ′π″αル πθχJεθ ιz θ′s′gJθ χン■ L“XiCO,1954,p.p.145‐

146。 メキシヨでの屋外教会建設活動は 16世紀中期に集中し,17世紀以後 の建築例
はあまりない(TZintZuntzanや Zacualpan de Amilpasが 例外)・

(⑥ スペインに於いて,建築家という職業概念が使われ始めたのは 1516年以降のこと
であった。ViCente Lampёrez y Romea,″ ′sノθ/グα″ι′αα″クα′″ιειπγα

`ガ
sι′απα ιs,α Zθ′α

ごθ′αθ″α″タルcθグ′α sιg′κθ′ιs′πα′θごθ′θs θ′′,7z′η′θs y′θs,22θππηZθηιθs,Madrid,1980,3vols

2 nd ed。 ,I,p.32.厖 大な数になる修道院とその付属教会堂の数に対 し宗教建築を担当

した修道会所属建築家の個人名は資料にはとんど表われない。16世紀中期までプロの

建築士はいなかったと見るのが妥当であろう.16世紀後半からは建築に関する出版物

が聖職者の手を通じてかなり輸入されている。Fernandes del Castillo編 ,二
jレθsy Jあ‐

グθ/θ S θ″θ′S′ノθχレ■■死ιχ′εθ, 1914, Josё NII.GallegOs Rocafull, EJク′πsαπJ′ηιθ ttιχj¨

C′′θ θκ′θSSuοs Xyfノ Xン7ム MёxiCO.1974.従 って建築理論や様式,技術などは文献

を通して学ばれたと考えられるがそれ以前ではこういったマニュアルめいたものもな

かったわけだから,修道士達は西欧での祖覚的記憶を元にして職人達を指導していっ

たに違いない・

llつ  R.G.Granados,Cα 夕″′′αS 4らグ″′αs,1948,p.8.

(3 R.G.Granados,ibid.,p.8.

R.F.Guerrero,二 αs θα夕′′′αS pθ sαsル πθχ′εθ,1951,p.15.古代のピラミッドや神殿

は修道院建築の場所にもってこいで,古代の切石などはそのまま土台に使われた。

Epazoyucan,Mixquic,Acolman,Tlatelolcoな どはその例である.土着宗教信仰の礼拝

地と教会の位置関係については R.Ricard,op.cit.,pp.196_198の 記述参照・ クイラ

バンの場合はモンテ・アルバンの石が持ってこられたらしい。

l191 The catholic Encyclopedia,op.cit.,1909.“ Mass“ の項・

ω  The Cath。 lic Enyclopedia,tibid・,G.Kubler,“ Cb′θ″α′ルι′
"ε
′Jθκげ ι力ι■ttιクbげ

P/θ―Cθ′θπb′ακ五″′"in Esα
`ys′

πP/θ―Cθ′θπιJακ z4″ιαπα 4″
`λ
αθθ′o却,Cambridge,1961,

p. 21.

例  初期にはほとんどが木造であったと言われるが,現存しているものはめったにない

(メ キシヨ市博物館に一例)。 恒久性に問題があったためである。十字架にはまず邪宗

の悪魔払いの意味があった。TOribio Motolinia,M夕 認θ″′αJιs,1903,p.p.8■ 188.Pablo

de la Purisima Concepci6n Beaumont,Cr6nica de la… ・…・, MёxicO,2 vols., 1932

0 樹木の代りにアトリオの外壁より低い土手(30cm～ 60 cln位 )で歩行用通路を区切
っている例も多い(例 :Atlatlauhcan,TepOztlin等 )

O MiXquicの場合などはアトリオはほとんど墓地として使われている。しかしこれが
16世紀からの伝統かどうかは疑わしい。



22          16世 紀メキシヨ屋外教会の類型

0 西欧伝統の CibOriumゃ umbralacrumと の関連性と相違点の分析については J.ヽL
Andrew,opo cit.,p.p。 297-3Q2参照・

o Fran9ois Chevalier,ια乃″πα′′θπルs yαπルsあπα′πιs απ″しχ′夕πθ。■″″′″sθ
`グ

ι″′

απχ X■ミーXyfr s″ε′θs,Paris,1952,tr.by Alvin Eustis,二 απ′α2グ Sa,Jθ″Jη Cθ JOπJα′

Mcχ′
`θ
,Bcrkeley,1970,p.p. 17,191.

④  Juan de Grijalva,Cγ びπJεαごθια θ″滋πごθ NPS A%g%s′′ηθ″ιαs″θυJπεJαS Jθ ′αハ「πιυα

Espα 2α (1623), LttXiCO, 1924,p. 141.

|め  J.McAndrew,Op.cit.,p.343.

の この先・屋外教会の建設は 1530年代頃までの布教初期に起 こる。それは藁葺き
屋根に本の支柱程度のものであった。MCAndrewは この先・屋外教会タイプとして
XaCalの 例をあげているが筆者はまだ見ていない.(MCAndrew.op.cit.,p.341)1530

年代に建てられた恒久的な屋外教会の例は TlaxCala,そ して記録上にしか残っていな

い San Jose de los Naturalesの 2つだけである。 トラスカーラの屋外教会の様式は建

築的には孤立しており,後世の様式的規範とはなりえなかった.

09 ポーサはプロセッションの小休止と説教,問答のために機能し, ミサは原則として

行われない。ポーサと屋外教会の機能はほゞ同じだとする説は Luis McGregor,Esι π‐

Jゴθs sθι″ια″
`θ

 εθ′θηjα′ηzθχJεαπθ,M6xico, 1946, p. 80.

001 石造の屋外教会の建造例は 1540年代から急激に増える。ここで述べた建設順列は

あくまで必要度という現実の要請を分析した概念的なものであり,実際の基本設計の

段階ではアトリオ敷地が確保された段階から全体プランが決まっていたし,実際の作
業は全体的に平行して進められた。屋外教会よりも天丼構造に技術的な難しさを持っ

ていた教会堂の完成は後から手をつけられた屋外教会の完成よりもずっと後のことに

なるのが通例であった。より複雑な装飾表面を持つファチャダの完成などはさらに後

のことになる。従って完成年度から建築様式の変遷を眺めると時間的に様々な様式的

矛盾にぶつかり混乱するのだ.屋外教会建築活動のピークは 1570年代位で終るが修
道院教会建設は 1590年代まで続く(典型的一身廊式修道院教会の場合).

0⇒ Capilla de indiosの 呼称は従って単に屋外教会だけを指すのではなく,イ ンディオ

信者を対象として建てられた教会,礼拝堂一般を指すものと解釈される。ViSita(s)と

呼ばれる小村落の巡回地にはアトリオと屋外教会しかない状態が長く続いた。こうい

ったインディオ小部落にスペイン人がいることはまずなかったし,食事や宿泊のため
の施設もいらなかったし,事務仕事がなかったからそれ程必要性がなかった。

oo Agustin de Vetancurt,T"′″θ ttιχJεα″θ,ル sε″ゎ6J6nレθυι′θ Jas sπεοsSθ S attπノα″θS,

λ′s′
`″

′θθs, "′″′′
`θ

S,タル2″′″α″οs, 夕″θ′j」θSθ S′′′zχ′υθ,22ππdθ O`ε ia2″′α′ゴθ′αs′η″′αs,

Madrid,1960,De los sucessos religiososの部,第 2章,p.61。 しかし大勢として屋外
教会の使用は 16世紀末期にはすたれてゆく。原因は数回の流行病の発生によるイン

ディオの人口減少である(1531年,1545年,1564年,1576～ 77年,1588年,こ の

中でも1576～ 77年が最もひどい)。 その他に長期的には出生率の低下ということも
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挙げられる。(こ の分析については G.Kubler,P9夕πJα″θη″初θttι″s′π几々 χ′εθ,1520-

1600,Hispanic American HistOrical Review,1942,XXII,pp.606_643が 詳 しい)いず

れにせよ, 1回のミサに万単位の人間が集まることはなくな り,屋内スペースでも十

分収容しきれるようになった。

00 山の斜面や川,湖,地下水源がある所では当然,配置に特別な考慮が払われるのは

もち論だが,平坦地でも古代土着都市の設計秩序を利用するために規範からはずれる

例もある(例 :Cd.HidalgO,Tepetitlin).山 の斜面と川にはさまれた例としては Hue‐

jutla,Metztitlan等・ TZintzuntzanは 湖と古代都市の間にはさまれている例。その他

適当な理由が現在では見られない例外的配置をとったものにCuernavaca等 がある。

00 Jヒ門はフランシスコ会にとってはアッシジの聖フランシスの故事にちなんで極めて

重要な意味を持つ。乃θαわz′α″′οα″クπJιθε″θ″εθ″′πs′″αあ,“ Porciincula"の 項・北門は

ドミニコ会やアウグスティヌス会でも使われたがその象徴的意味については不明。お

そらく旧約聖書の記述と関連したのだろう。

oぅ  Ricard,TOussaint,Granados,Gante,Kubler,McAndrew,J.Fernandezな どの分類

があるがどれも一長一短である。屋外教会の建設活動期は比較的短かったが,その数
の多さと様式の多様さは 16世紀宗教建築物の中でも群を抜いている。

00 この分類法では歴史的時代的変遷の経緯は全く無視している。重複する事は大だが

一応歴史的な発生の順を辿ってみるとD→ E→ A→ B→ Cと なるが,順次発展してき
たというわけではなく,Dゃ Eの グループとA,そ してB,Cの グループの間に様式
的な関連性は見られない。Bと Cの間には発想の類似性が考えられる。

001.Patzcuaroのついに未完成に終った星形に身廊部を開いた五身廊大聖堂.

2.Cholulaの Capilla Real.

3.ヽ餐tttitlan,現在(1982年 1月 )は 3分の 1程度が廃櫨のように残っていだけである。

oo Agustin de Salazar,Rι′αεj`η ル Cπ′′α夕αη,tr.&ed.by Douglas Butterworth,“ Dos re‐

laci6nes antiguas del pueblo de Cuilapa, EstadO de Oaxaca'',in TJα′θθαη.vol Ⅲ., No.1,

Mё xco,1948。 この資料は R.H.Barlow.の 翻訳でタイトルは“Relaciones of Oaxaca of

the 16th and 18 th Century"in Boletin dee studios oaxaqueios,Mё xico,No.23,1962:

p. 35.

1391 Ronald Spores,T/zι 」噺″ιθんηtt απご動ι
j/Pι

"ι

θ,Norman,1967,p.22

1401 Agustin de Salazar,ibid.,p.39.1534年 7月 24日法王,国王, ドミニコ会総会での

メキシヨ布教活動許可が正式に伝えられた。

c⇒ Francisco de Burgoa.Gθ θダari`α ttsε″ゎθJ6π ル′αクα/′θSのιθκι″′θηαιル′クθ′θど″′Jεθ

グι′α αηει″グεα,y κπθυα′gJι s′α′夕Jαs′η″Jα s ο
``′

′θれια′ιsy s′″ο αs′″ιηθ72jεθ″θ ιsιαク″θ‐

υ′κε′α Jι 夕/θ′′θα″θ/θs″θ απιιgzι /α,υα′′θ αθ(9αχαθα, 2 vols.M6xicO, 1934,vol.1.p.396

では人口 1万 4千人。これは 17世紀の記述である。1571年 には約 3万人いたとす る

ものもある(J.MCAndrew,op.cit.,p.598,出 典不明)・ Francisco del Paso y Troncoso

ed"ερJSιθ′α″グθル N″υα Es夕α力α,M6XicO,16 vols,1939-42,vol.XIIIで は 1597年
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3001人 (女,子供含まず)と なっている。(G.Kubler,op.cit.,p.25 Table A参 照)。 1550

年代のクイラバン人口総数としては本稿の推計が妥当だろう。Mullenの 表 (Opo cit・ ,

Appendix,Table IV.p.242)と も対応している。

o McAndrewは ポーサの跡らしきものがあったと記述 している。」。MCAndrew,op.
cit.,p.611(調 査年不明)。 筆者も礎石部分と思われるものの残存物を確認 している

(1981年 )。

① このミステカ文字の解読に関する」Ohn Paddockゃ Alfonso Casoの 議論の紹介は
Mullen,Dο解′″′εαπ 4″ε乃″θε′π″′′πS′″θθκ′乃‐Cοれι

“
4ν Oαχαεα,p.p.104,122,124に 1詳

しい。なおアラビア数字で 1555の数字も併記されている。

O BenediCt Henderson,0.Fo M.神 父(1965年からメキシヨ滞在。1970年死亡)の分析・

引用 |ま Munen,。 p.cit。,p.111.

novichdoと は修練生 。新改宗者の寝泊 りする寄宿舎のようなもの。

①  Francisco de Burgoa,op.cit.,vol.I,p.402

140 第 1次資料としてはlιグレθ tt αειαsル ιθs εα夕′ιπ′οS夕 /θυJπグα′ιs滋 ′α″θυJκε′α″

Sαπ′′染″ル 滋 蒻εθ,θ/ルπルク″θ″
`α

″θ″s,s′ノθ XVI。 (1559-1587),の うち TOm0 11の

一部が Io N.A.H.の Archivo Historicoの C01ecci6n de D.Federico G6mez de Orozco

の中に収められているが未出版古文記録・ ん′αS夕″θυJπεJα Jθs滋 ′α″θυJκε′αル SακノJα‐

go″θ,%ιttεθ αθJ arごθπ Jθ 夕″θ″εαdO″θs,1540-1589,Univo CalifOrnia,Bancroft Library,

California.ヵ リフォルニア版には 1559年 ,1561年…とい う風に断続的に 10年分程

粉失している。出版物では Aguもtin DA宙 la Padilla,闘 sιο″′αル ′αルπ虎
`あ
πノ″sεπ/sθ

グι′α夕″θυ′″ε′α Jθ Sαπιグαgθ グθ ttχグεθごθ′α θrdaπ ′′夕″θ′J`α″θ″θs,Mё xiCo, 1955

WigbertO」 imё nez A/1orenoの TOrres de MendOza瀬 語Cθ′ιεεJ`π ′υ Dθ
`π
πθηJθS,1866,

vol.5か らの抜粋再編集出版,Rθ′αθ″
`η

ル la fundaci6n,capitulos y elecciones,que se

han tenidO en esta Provincia de Santiago de esta Nueva Espana,de la Orden de predica‐

dores de Santo Domingo,L〔6xico, 1944

Hernando de Oiea,二 Jb″ο″θ/`θ″0滋 ′αんJs″θ/グα″ιJな′θsα ル ′α″θυ′ηε′α滋 滋 χJ`ο ル

′αο/″ι
"aθ
 Sαη′θ」Dθη2′πgθ,lvlbxico,1897

ハLlonso Franco y Ortega,Sθ g%κグαクα″′θ αθ Jα λJsιθ″′αごι Jα ′′ου′πε″α′θ Sθ z′ Jαgθ グ′

ifιχjθθ,Mё xico. 1900.

140 Mullen,。 p.cit.,p.102,そ の他 MCAndrew(p.599)Kubler(p.296)等・ Burgoaの

記述では 1555年になっている。 (Op.Cit・ ,vol.I.,p.399)こ れは屋外教会完成の時と混

同したのではないか。

O Munen,。 p.cit.,p.234.Appendix.Table H参照・

と9 MarianO cuevas,魔 s′ο/″αル′α′gJθ sJα ιπ π
`″

J`θ,1942,5 vols.vol.

ω  Mullen,Op.cit.,p.111

(o J,McAndrew。 はクィラバンの屋外教会を全てこの名称で書いて

601に理由説明・

I.p.341.

い る.Op,cit.,p.
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M.Toussaint,``Tecali,Zacatlin,and the Renacimiento Purista in NIlexico'',Tλ ι五″′

βα′′′ι′た,XXIV.No.4, 1942. p. 318.

G.Kubler,M_4.op.cit.,p.p.232_233.

D匂″9″″αび 7a″″4″,Lodon。 1965,“ Church"の 項,“basilica"の 項・ 予%εαbπ‐

′α″″oα″ク
“
グιθει6π Jεθ″

“
s′″ααし,1975,M6xに o,“ basilica"のり褻.

Bernard Bevan,屁 s′ο″ノa/シα″S乃 4″ε″ιθειπγι,N.Y.,1939等参照・

O TChuantepecの 近くの Tequisistlanと Neiapa(n)。 現在どちらも塗 り込められてい 、

る。

o G.Kubler,M4.op,dt.,p.304.壁 の厚さから見て屋根は最低でも 12mの 高 さが

可能である。設計された形跡がないのは技術的に解決できなかったと考えるよりも単

に最初からその意図がなかったと考える方が自然だ・

もo McAndrew,Opo cit.,p.p.605,618.

150 BurgOa,Op.cit.,p.402,1578年 以降の話しになる.

も61  Aznar, ``La intervenci6n de Rodrigo Gll de Hontaion en el manuscrito de Silnon

Garcia",Archivo espanol de arte,No.45,1941.メ キシヨ建築 との対比での分析は

Kubler,M_24.op.cit,,p.242.

671 4`.TOussaint, Tθ
`α
′′,Zα

`α

′′
`π

・・・・・・,1942,op.cit,p.318.

J.McAndrew,op.cit.,p.p.599,600.

K581 Mullenは McAndrewの 屋外教会としては意図されなかった (Opo Cit.,p.p.615-617)
という結論に達する議論はアカデミック過ぎると批判しているが (Mullen,Op.cit.,p.

p.120_122 postscript),筆 者も同感である。
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1.ア トリオ

:1琴
4.三身廊式屋外教会西外壁
5.   ″    東外壁
6.説教台
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9。 塔 (基礎部のみ)

10。 聖所開口部

11。 封鎖された部屋

12.聖 所
13.聖器安置室
14,鐘 楼
15,教会堂北門ファチャダ
16.教会堂西ファチャダ
17.  ″  身廊部
18.  ″  内陣
19.ポルテリーア・アーケード

20.修道院廻廊部
21.修道院中庭
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写真 1:ク イラバ・

ン,三身廊ホー
ル型屋外教会Jヒ

正面ファチャダ

の全景・ ア トリ

オ北西 よ り撮

影・

写真 2:ク ィラバ

ン,三身廊ホー
ル型屋外教会西

側身廊壁の開口

部アーチと後ろ・

に教会堂

写真 3:ク ィラバ

ン三身廊ホール

型屋外教会身廊i

部。南倶1聖所よ

リファチャダ内

側を望む.右倶『
に擬似 トスカナ

円柱で支えられ

たアーケード・

(すべて 1981年 5月筆者撮影)


